
本
部
は
、
８
月
30
日

第
１
回
目
の
「
総
合
労

働
協
約
改
訂
」
交
渉
に

入
り
、
要
求
の
主
旨
に

つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

要
求
内
容
は
、
各
支

部
か
ら
集
約
し
た
総
合

労
働
協
約
改
訂
の
要
求

項
目
を
整
理
す
る
と
共

に
、
７
月
５
日
、
６
日

に
開
催
し
た
第
32
回
定

期
大
会
に
お
け
る
代
議

員
発
言
を
反
映
し
、
８

月
16
日
申
第
１
号
で
会

社
側
に
申
し
入
れ
た
も

の
で
あ
る
。

そ
の
主
な
要
求
項
目

は
、
労
働
時
間
短
縮
の

実
施
計
画
、
年
間
休
日

１
１
９
日
へ
の
増
加
、

転
勤
発
令
通
知
日
の
見

直
し
（
14
日
前
）
、
保

存
休
暇
の
使
用
範
囲
の

拡
大
及
び
累
積
限
度
日

数
の
増
加
、
忌
引
日
数

の
増
加
及
び
多
様
な
休

暇
制
度
新
設
（
配
偶
者

出
産
・
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

等
）
、
半
休
制
度
の
限

度
回
数
の
増
加
及
び
適

用
勤
務
種
別
の
拡
大
、

夜
間
特
殊
業
務
手
当
の

増
額
、
Ｂ
単
価
、
Ｃ
単

価
、
Ｆ
単
価
等
の
見
直

し
、
Ｓ
Ａ
Ｓ
の
検
査
・

診
察
・
治
療
等
の
対
応

改
善
、
制
服
・
防
寒
着

の
改
善
、
エ
キ
ス
パ
ー

ト
社
員
の
短
日
数
勤
務

制
度
適
用
職
種
の
拡
大

及
び
各
手
当
の
改
善
、

改
正
労
働
契
約
法
へ
の

対
応
に
つ
い
て
、
契
約

社
員
の
生
理
・
結
婚
の

有
給
休
暇
の
新
設
等
、

こ
れ
ま
で
積
み
残
し
と

な
っ
て
い
た
内
容
も
含

め
49
項
目
と
な
っ
た
。

（
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
ニ
ュ
ー

ス
No
２
参
照
）

第
１
回
交
渉
に
お
い

て
組
合
側
は
、
我
々
を

取
り
巻
く
経
営
環
境
は
、

高
速
道
路
料
金
の
割
引

施
策
の
継
続
や
平
成
26

年
度
か
ら
の
本
四
高
速

料
金
全
国
水
準
化
予
定

な
ど
、
先
行
き
は
不
透

明
な
状
況
に
あ
る
が
、

総
合
労
働
協
約
改
訂
に

よ
る
労
働
条
件
改
善
の

取
り
組
み
は
、
職
場
の

活
性
化
と
組
合
員
の
勤

労
意
欲
の
高
揚
を
図
る

た
め
極
め
て
重
要
で
あ

る
と
い
う
基
本
的
認
識

を
伝
え
、
そ
の
後
各
委

員
か
ら
各
々
の
要
求
項

目
に
つ
い
て
主
旨
を
説

明
し
た
。

組
合
側
の
主
張
に
対

し
て
会
社
側
は
、
「
会

社
の
体
力
、
貴
側
の
要

求
主
旨
を
充
分
踏
ま
え
、

今
後
鋭
意
検
討
し
て
い

き
た
い
」
と
の
考
え
方

を
示
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
組
合

側
は
再
度
、
「
我
々
は
、

現
在
の
Ｊ
Ｒ
四
国
を
取

り
巻
く
経
営
環
境
の
厳

し
さ
を
十
分
認
識
し
、

経
営
基
盤
の
確
立
に
向

け
た
効
率
化
等
に
組
合

と
し
て
ギ
リ
ギ
リ
の
判

断
を
し
、
各
種
施
策
に

協
力
し
て
き
た
。
こ
の

間
の
組
合
員
の
努
力
に

応
え
、
職
場
の
活
性
化

と
勤
労
意
欲
の
高
揚
を

図
る
た
め
に
も
前
向
き

な
回
答
を
強
く
求
め
る
」

と
強
く
訴
え
、
交
渉
を

継
続
す
る
こ
と
と
し
た
。

そ
の
後
、
会
社
側
は

『
改
正
労
働
契
約
法
』

へ
の
対
応
、
エ
キ
ス
パ
ー

ト
社
員
及
び
契
約
社
員

の
賃
金
引
き
上
げ
に
関

し
、
「
改
正
労
働
契
約

法
へ
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
改
正
労
働
契
約
法

に
沿
っ
た
対
応
を
と
り

た
い
。
エ
キ
ス
パ
ー
ト

社
員
の
基
本
賃
金
に
つ

い
て
は
、
現
行
の
水
準

で
特
段
問
題
な
い
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

今
年
度
の
改
定
は
行
わ

な
い
こ
と
と
す
る
。
パ
ー

ト
ナ
ー
社
員
及
び
サ
ポ
ー

タ
ー
社
員
の
契
約
基
本

賃
金
に
つ
い
て
は
、
世

間
相
場
の
動
向
等
を
総

合
的
に
勘
案
し
た
結
果
、

今
年
度
の
改
定
は
行
わ

な
い
こ
と
と
す
る
」
と

の
回
答
が
出
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
組
合
側

は
、
「
改
正
労
働
契
約

法
へ
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
無
期
労
働
契
約
と

な
っ
た
際
の
労
働
条
件

等
を
早
期
に
検
討
す
べ

き
で
あ
る
。
ま
た
、
エ

キ
ス
パ
ー
ト
社
員
及
び

契
約
社
員
の
労
働
条
件

に
つ
い
て
は
、
職
場
で

の
任
務
や
役
割
等
が
非

常
に
大
き
く
な
っ
て
お

り
、
勤
労
意
欲
向
上
の

た
め
に
も
今
後
と
も
賃

金
改
善
・
処
遇
制
度
確

立
に
向
け
た
取
り
組
み

は
重
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
」
と
訴
え
た

も
の
の
、
こ
れ
以
上
の

前
進
は
困
難
と
判
断
す

る
と
と
も
に
次
年
度
に

向
け
て
前
向
き
な
検
討

を
要
請
し
、
了
承
し
た
。

ま
た
、
ジ
ェ
イ
ア
ー

ル
四
国
バ
ス
の
総
合
労

働
協
約
等
に
つ
い
て
も
、

８
月
20
日
申
第
２
号
で

会
社
側
に
申
し
入
れ
、

８
月
30
日
の
第
１
回
交

渉
に
お
い
て
主
旨
説
明

を
行
い
、
職
場
の
活
性

化
と
勤
労
意
欲
の
高
揚

を
図
る
た
め
に
も
、
前

向
き
な
回
答
を
示
す
よ

う
強
く
要
請
し
、
交
渉

を
継
続
す
る
こ
と
と
し

た
。
（
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

自
動
車
支
部
ニ
ュ
ー
ス

No
14
参
照
）

第
２
回
本
部
執
行
委

員
会
は
、
８
月
９
日

（
金
）
14
時
よ
り
本
部

１
階
会
議
室
で
開
催
さ

れ
た
。

冒
頭
の
挨
拶
で
中
濱

委
員
長
は
、
「
７
月
の

第
32
回
定
期
大
会
で
は

延
べ
33
名
の
代
議
員
に

よ
り
運
動
方
針
・
予
算

を
補
強
す
る
立
場
か
ら

発
言
が
あ
り
、
両
（
案
）

と
も
承
認
さ
れ
た
。
大

会
方
針
に
掲
げ
る
「
安

全
・
安
定
・
安
心
輸
送

の
確
立
」
を
は
じ
め
と

す
る
３
本
の
柱
を
中
心

に
こ
の
１
年
間
運
動
を

展
開
し
て
い
き
た
い
。

今
後
、
各
支
部
に
お
い

て
も
支
部
大
会
が
開
催

さ
れ
る
が
、
決
定
さ
れ

た
運
動
方
針
を
組
合
員

に
広
く
浸
透
し
て
頂
き

た
い
」
と
要
請
し
た
。

【
経
過
報
告
】

（
組
織
）

・
組
織
の
強
化
拡
大

（
業
務
）

・
第
１
回
業
務
対
策
委

員
会

（
青
女
）

・
本
部
青
女
夏
季
レ
ク

（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
グ
ル
ー
プ
Ｐ
Ｔ
・
幹

事
会

・
男
女
平
等
参
画
推
進

委
員
会

・
政
策
委
員
会

・
賃
金
対
策
委
員
会

・
安
全
対
策
会
議

【
議
事
】

①
平
成
25
年
度
「
総
合

労
働
協
約
改
訂
」
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

②
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
」

コ
ー
ス
の
開
催
に
つ

い
て

③
本
部
青
女
第
21
回
定

期
委
員
会
の
開
催
に

つ
い
て

④
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
と
の

安
全
対
策
会
議
の
開

催
に
つ
い
て

⑤
Ｊ
Ｒ
連
合
第
20
回
賃

金
実
態
調
査
の
実
施

に
つ
い
て

⑥
グ
ル
ー
プ
労
組
「
第

11
回
賃
金
実
態
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
」
の
実

施
に
つ
い
て

⑦
ア
ジ
ア
連
帯
委
員
会

「
救
援
衣
類
を
送
る

運
動
」
へ
の
協
力
要

請
に
つ
い
て

⑧
当
面
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て

⑨
そ
の
他

・
各
支
部
大
会
日
程
及

び
本
部
対
応
に
つ
い

て
・
分
会
大
会
の
開
催
日

程
に
つ
い
て

・
次
期
（
第
３
回
）
執

行
委
員
会
の
開
催
に

つ
い
て

・
そ
の
他

ＪＲ連合賃金実態調査を実施

全組合員のご協力を
お願いします！！

対 象 者 ：全組合員（出向休職以外で休職中
の組合員及び準組合員は除く）

対象賃金：平成25年9月分月例賃金
（9月25日）給与明細書による

集 約 日 ：10月3日（木）本部必着

要
求
獲
得
に
向
け
主
旨
説
明
を
行
う

第
２
回
本
部
執
行
委
員
会
開
催

８
月
９
日
（
金
）
13

時
30
分
よ
り
本
部
１
階

会
議
室
に
お
い
て
「
第

１
回
業
務
対
策
委
員
会
」

が
開
催
さ
れ
た
。

今
回
の
会
議
は
、
各

支
部
か
ら
集
約
し
た
総

合
労
働
協
約
改
訂
の
要

求
項
目
を
、
各
委
員
か

ら
の
意
見
等
に
よ
り
精

査
し
、
今
年
度
の
要
望

内
容
と
し
て
ま
と
め
上

げ
た
。
ま
た
、
今
後
開

催
さ
れ
る
団
体
交
渉
に

お
い
て
各
委
員
は
要
求

獲
得
に
向
け
粘
り
強
く

交
渉
す
る
こ
と
も
確
認

し
た
。

第
１
回
業
務
対
策
委
員
会
を
開
催
！



香
川
支
部
第
27
回
定

期
大
会
は
、
８
月
31
日

（
土
）
「
ホ
テ
ル
サ
ン

ル
ー
ト
瀬
戸
大
橋
」
に

お
い
て
、
代
議
員
、
特

別
代
議
員
、
傍
聴
者
、

来
賓
の
出
席
の
も
と
盛

大
に
開
催
さ
れ
た
。

大
会
は
13
時
か
ら
、

石
井
副
執
行
委
員
長
の

開
会
挨
拶
で
始
ま
り
、

資
格
審
査
委
員
長
に
よ

る
大
会
成
立
宣
言
の
後
、

議
長
に
多
度
津
運
転
区

分
会
の
須
田
代
議
員
が

選
出
さ
れ
た
。

石
川
委
員
長
は
冒
頭

の
挨
拶
で
、
安
全
・
安

定
輸
送
の
確
立
、
運
輸

収
入
の
確
保
、
政
策
課

題
解
決
に
向
け
た
取
り

組
み
、
組
織
の
強
化
に

向
け
た
取
り
組
み
、
政

治
共
闘
の
取
り
組
み
等

に
つ
い
て
考
え
を
述
べ

た
。議

事
で
は
、
執
行
部

よ
り
一
般
経
過
報
告
、

会
計
報
告
、
会
計
監
査

報
告
が
行
わ
れ
、
質
疑

の
後
、
平
成
25
年
度
の

活
動
方
針
案
と
予
算
案

が
提
起
さ
れ
質
疑
に
入
っ

た
。
質
疑
で
は
、
安
全

問
題
、
労
働
環
境
問
題
、

組
織
問
題
、
政
策
課
題
、

政
治
共
闘
等
に
つ
い
て

質
問
や
意
見
が
あ
り
、

執
行
部
の
答
弁
の
後
、

全
体
の
拍
手
を
持
っ
て

採
択
さ
れ
、
最
後
に
石

川
委
員
長
の
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
で
締
め
く
く
り

成
功
裏
に
終
了
し
た
。

な
お
、
役
員
改
選
に

伴
い
新
役
員
が
選
出
さ

れ
、
新
三
役
は
次
の
と

お
り
。

執
行
委
員
長石

川

哲
也

副
執
行
委
員
長

佐
藤

享
史

石
野

達
也

大
西

康
之

書
記
長

中
野

圭
司

書
記
次
長

藤
原

裕

高
知
支
部
第
27
回
定

期
大
会
は
、
９
月
１
日

（
日
）
「
高
知
城
ホ
ー

ル
」
に
お
い
て
、
代
議

員
、
特
別
代
議
員
、
傍

聴
者
、
来
賓
の
出
席
の

も
と
、
盛
大
に
開
催
さ

れ
た
。

大
会
は
14
時
か
ら
、

有
藤
執
行
委
員
の
開
会

挨
拶
で
始
ま
り
、
資
格

審
査
委
員
長
に
よ
る
大

会
成
立
宣
言
の
後
、
議

長
に
高
知
管
理
駅
分
会

の
濱
口
代
議
員
が
選
出

さ
れ
た
。

冒
頭
の
挨
拶
で
中
川

委
員
長
は
、
安
全
・
安

定
輸
送
の
確
立
、
労
働

環
境
の
改
善
、
政
策
課

題
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
、
組
織
の
強
化
及

び
政
治
共
闘
の
取
り
組

み
等
に
つ
い
て
、
高
知

支
部
と
し
て
の
考
え
方

を
述
べ
、
続
い
て
来
賓

挨
拶
を
受
け
た
。
そ
の

後
、
議
事
に
入
り
執
行

部
よ
り
一
般
経
過
報
告
、

会
計
報
告
、
会
計
監
査

報
告
が
行
わ
れ
、
質
疑

の
後
、
平
成
25
年
度
の

活
動
方
針
案
と
予
算
案

が
提
起
さ
れ
た
。

代
議
員
か
ら
は
、
安

全
安
定
輸
送
の
取
り
組

み
、
期
末
手
当
等
の
労

働
環
境
関
係
、
政
策
関

係
、
青
女
の
育
成
強
化

及
び
国
労
と
の
組
織
問

題
、
今
後
の
政
治
関
係

等
に
つ
い
て
質
問
や
意

見
が
あ
り
、
執
行
部
の

答
弁
の
後
、
拍
手
を
持
っ

て
議
事
が
採
択
さ
れ
た
。

最
後
に
中
川
委
員
長
の

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
高

知
支
部
の
ま
す
ま
す
の

飛
躍
を
確
認
し
、
成
功

裏
に
終
了
し
た
。

な
お
、
役
員
改
選
に

伴
い
新
役
員
が
選
出
さ

れ
、
新
三
役
は
次
の
と

お
り
。

執
行
委
員
長中

川

健
二

副
執
行
委
員
長

横
田

浩
行

河
野

憲
司

芝

茂
和

書
記
長

山
本

真
二

徳
島
支
部
第
27
回
定

期
大
会
は
、
９
月
２
日

（
月
）
徳
島
市
の
「
ホ

テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
徳
島
」

に
お
い
て
、
代
議
員
、

特
別
代
議
員
、
来
賓
の

出
席
の
も
と
盛
大
に
開

催
さ
れ
た
。

大
会
は
14
時
か
ら
、

米
多
副
委
員
長
の
挨
拶

で
始
ま
り
、
資
格
審
査

委
員
会
よ
り
大
会
成
立

宣
言
が
行
わ
れ
、
議
長

に
は
徳
島
管
理
駅
分
会

の
安
岡
代
議
員
が
選
出

さ
れ
、
円
滑
な
議
事
進

行
が
行
わ
れ
た
。

浦
川
委
員
長
は
冒
頭

の
挨
拶
で
、
安
全
安
定

輸
送
の
確
立
、
運
輸
収

入
確
保
、
労
働
条
件
の

維
持
・
改
善
、
政
策
課

題
、
組
織
問
題
、
政
治

共
闘
の
取
り
組
み
等
に

つ
い
て
考
え
を
述
べ
た
。

議
事
で
は
、
執
行
部

よ
り
一
般
経
過
報
告
、

会
計
報
告
、
会
計
監
査

報
告
、
平
成
25
年
度
の

活
動
方
針
案
と
予
算
案

が
提
起
さ
れ
質
疑
に
入
っ

た
。
質
疑
で
は
、
安
全

問
題
、
労
働
環
境
問
題

等
に
つ
い
て
質
問
や
意

見
が
あ
り
、
執
行
部
の

答
弁
の
後
、
全
体
の
拍

手
を
持
っ
て
採
択
さ
れ
、

最
後
に
浦
川
委
員
長
の

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
締

め
く
く
り
成
功
裏
に
終

了
し
た
。

な
お
、
役
員
改
選
に

伴
い
新
役
員
が
選
出
さ

れ
、
新
三
役
は
次
の
と

お
り
。

執
行
委
員
長浦

川

英
樹

副
執
行
委
員
長

元
木

義
明

米
多

繁
文

山
中

昌
裕

書
記
長

井
内

貴
志

支
部
大
会
始
ま
る
！

〜
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
香
川
支
部
が
開
催
〜

高

知

支

部

香

川

支

部

８
月
20
日
（
火
）
15

時
か
ら
本
部
１
階
会
議

室
に
お
い
て
、
「
教
育
・

広
報
委
員
会
」
が
開
催

さ
れ
た
。
議
事
で
は
、

昨
年
度
の
取
り
組
み
経

過
が
報
告
さ
れ
た
後
、

今
年
度
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
提
起
し
、
①
各

級
機
関
に
お
け
る
人
材

の
発
掘
・
育
成
強
化
②

支
部
・
分
会
に
お
け
る

実
践
教
育
の
推
進
③
Ｊ

Ｒ
四
国
労
組
運
動
の
実

践
と
継
承
を
重
点
テ
ー

マ
と
し
て
取
り
組
む
こ

と
を
確
認
し
た
。

広
報
活
動
に
つ
い
て

は
、
機
関
誌
で
あ
る
Ｊ

Ｒ
四
国
労
組
新
聞
の
紙

面
を
大
会
運
動
方
針
や

経
過
報
告
は
も
と
よ
り
、

各
種
行
事
の
会
議
内
容
、

各
級
機
関
の
活
動
な
ど

組
合
員
と
密
着
し
た
記

事
に
重
点
を
置
き
、
親

し
み
や
す
い
紙
面
と
す

る
こ
と
。
ま
た
、
速
報

性
の
必
要
な
情
報
は
Ｊ

Ｒ
四
国
労
組
ニ
ュ
ー
ス

又
は
自
動
車
支
部
ニ
ュ
ー

ス
と
し
て
メ
ー
ル
等
を

活
用
し
た
タ
イ
ム
リ
ー

な
情
報
提
供
と
す
る
こ

と
を
確
認
し
た
。

教
育
・
広
報
委
員
会

終
了
後
、
16

時
か
ら

「
サ
ー
ク
ル
協
議
会
運

営
委
員
会
」
が
開
催
さ

れ
た
。
議
事
で
は
、
担

当
部
か
ら
の
経
過
報
告

の
後
、
大
会
方
針
で
掲

げ
て
い
た
レ
ク
・
サ
ー

ク
ル
活
動
の
目
的
を
再

確
認
し
、
ゴ
ル
フ
大
会
、

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
、
及

び
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

な
ど
、
今
年
度
の
本
部

主
催
行
事
予
定
に
つ
い

て
確
認
し
た
。

教
育
・
広
報
委
員
会

サ
ー
ク
ル
協
議
会
運
営
委
員
会
開
催
！

ユニオンスクール
「フレッシュマンコース」開催！

日 時：平成25年10月18日（金）
～19日（土）

場 所：休暇村 讃岐五色台
募集人員：入社5年以内（平成21～25年入社）

の組合員30名程度

※ 詳しくはＪＲ四国労組発第２５号参照。

希望者は所属分会長へ申込書を提出してください。

ＪＲ四国労組
第２３回ゴルフ大会の

開催について

日時 １０月２９日（火）８時30分集合
場所 グランディ鳴門ゴルフクラブ
徳島県鳴門市北灘町折野字大川筋182

℡ 088-682-0246
お申込は各支部まで！

平
成
25
年
度
部
会
三

役
会
議
は
、
８
月
29
日

（
火
）
15
時
半
よ
り
本

部
１
階
会
議
室
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
。

本
部
を
代
表
し
て
浅

岡
書
記
長
よ
り
挨
拶
を

受
け
た
後
議
事
に
入
り
、

部
会
活
動
の
充
実
強
化

並
び
に
今
年
度
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
議
論
が

行
わ
れ
、
部
会
自
ら
が

自
主
性
を
持
っ
た
機
関

運
営
を
更
に
強
化
す
る

と
と
も
に
、
安
全
最
優

先
の
職
場
風
土
を
構
築

す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

ま
た
、
職
場
に
お
け

る
専
門
的
課
題
を
働
く

側
の
意
見
と
し
て
、
具

体
論
で
問
題
提
起
し
、

経
営
協
議
会
等
を
通
じ

て
会
社
施
策
に
反
映
さ

せ
て
い
く
こ
と
も
確
認

し
た
。

平
成
25
年
度
部
会
三
役
会
議
を
開
催
！

徳

島

支

部


